
進路だよりの名前について 

「ホップ ステップ ジャンプ」ならぬ「ホープ ステップ ジャンプ」でお届けします。 

在学中も卒業後も、未来を考えるとき、いつもホープ（希望）を持ち、小さなステップを 

重ね、いつか自分らしいジャンプをしてほしいという願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 10 日（火）から20 日（金）まで後期実習が行われました。高等部の１年生と肢体不自由教育部門

の生徒は校内実習、２年生は校外実習、３年生は現場実習を頑張りました。これから実習を行う生徒もいます

が、後期実習の様子を少しご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津久井支援学校 進路だより 

令和５年度 No.４ 

令和５年11月８日 保護者の皆様へ 

“ホープ  

ステップ ジャンプ” 

【１年生：校内実習】 

９日間の校内実習では、「知る」+「切り替

え」をテーマに実習に取り組みました。前期

実習よりも仲間を意識して作業をしたり自分

から相談をしたりする姿に成長を感じまし

た。見学に来た教員や保護者の方にしっかり

挨拶もできていました。 

【肢体不自由教育部門：校内実習】 

前期に引き続き、校内の清掃や銅線外しを行

いました。時おり笑顔を見せるなど自分のペ

ースで実習に取り組みました。 

【２年生：校外実習】 

津久井生涯学習センターで実習をしまし

た。一人で電車やバスに乗ってくる生徒や

自宅から40分以上かけて歩いてくる生徒

など、自力通勤にも挑戦をしました。戸惑

いながらも、公共交通機関の利用や普段と

は違う環境に刺激を受けて頑張ることがで

きました。日を重ねるごとに自信がつき、

挨拶や報告の声も日増しに大きくなるのが

分かりました。目標を意識して挑戦をした

校外実習！とても良い経験になったようで

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部保護者の皆様、実習中は日誌記入等にご協力いただき、本当にありがとうございました。 

実習の振り返りや進路面談も予定されていますので、今後ともご協力の程よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生：現場実習】 

企業や就労継続支援B型、生活介護等の

場所でそれぞれ実習をしました。目標を

意識して取り組む生徒や他の利用者さん

と積極的にコミュニケーションを取る生

徒など、前期の経験を活かしながら落ち

着いて実習に取り組む姿が見られまし

た。卒業後の進路に向けて、着実な成長

につながる実習になりました。 

 

10月12日（木）に小中学部の保護者進路説明会を実施しました。進路のハンドブックの内容や卒業を

見据えて今からできることをお話しました。また、説明会後半では高等部１年生の校内実習を見学しまし

た。「進路の流れがイメージできました」「実習の様子を見て、みんな素晴らしかったです」等の感想をい

ただきました。進路はまだまだ先のこと…と思わず、進路のハンドブックを読んだり福祉事業所が運営し

ているお店に行ったり等、そういったことから始めていただけると幸いです。いつでも見学のご相談など

お受けいたしますので、お気軽に進路支援係（馬場、黒木）までお知らせください。 

 

小中学部保護者進路説明会 


